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 フィードフォワード型多層パーセプトロンのオンライン学習で，最急

降下法（バックプロパゲーション）は，隠れ層の入換対称性に起因する

プラトーが大きな欠点である．一方，自然勾配法は殆どプラトーが無く，

ほぼ理想的な性能を有するが，入力データの確率分布を知っていなけれ

ばならない，計算コストが一学習サンプルに対し，パラメータ数の三乗

のオーダーである，という欠点がある．適応自然勾配法は，自然勾配法

で使われる Fisher 情報行列を，学習サンプルの入力を使い回して適応的

に推定するもので，入力分布を知らなくともよく，計算コストも二乗の

オーダーという利点がある．しかし，適応自然勾配法の性能については，

未だ詳細な評価がなされていないのが現状である． 

 本発表では二層パーセプトロンを簡略化したソフトコミティーマシン

を扱い，統計力学的手法を用いて適応自然勾配法の学習ダイナミクスを

少数のオーダーパラメータダイナミクスで置き換えた． 

    

 ダイナミクスを数値的に解いたところ，適応

自然勾配法は自然勾配法と同等の性能を示した．

また，自然勾配法では更新スピードが速すぎる

とプラトーが生ずるが，適応自然勾配法では，

ネットワークパラメータの更新スピードηと推

定行列の更新スピードρの比が大きいと，プラ

トーが生ずることが分かった． 
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